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安芸津町の位置

【尾道駅】
JR山陽本線＆呉線
70分46km

【 東広島駅】
山陽新幹線
車20分14km

【 広島駅】
JR呉線90分60km

【 宮島口】
JR呉線＆山陽本線80km

【 呉駅】
JR呉線50分32km

東広島市安芸津町
（人口９千人）

【広島空港】
車40分27km
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歴史・いわれ
 1943年に3つの町村が合併（2005年東広島市編入）
町名の由来：安芸（江戸時代の藩名）の良い津（港）
万葉集に2首
 新羅国へ派遣された阿部継麻呂使節団が船泊まり
 旅に出るときに妻から贈られた離愁の歌を思い出して詠む
 我が故に妹嘆くらし風早の浦の沖辺に霧たなびけり（巻15・3615）
 沖つ風いたく吹きせば吾妹子が 嘆きの霧に飽かましものを（巻15・3616）

年貢米の船積み地
塩田（北前船の寄港地）
赤土を利用したレンガ製造（呉海軍の倉庫）
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産業：清酒（１）

広島駅ビルの建て替え工事
（2020/11～2021/5）
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産業：清酒（２）
軟水による改良醸造法

 カルシウムやマグネシウム等の金属イオン含有量が少ない軟水

 京都・伏見の酒造家の講演で水質の違いを認識

 軟水に合った酒造法を確立し広島酒を世に広める礎（杜氏の里）

 最盛期には２０軒を超える酒蔵

 現在は「柄酒造」「今田酒造本店」

4



産業：漁業・農業

牡蠣
 塩分濃度が高い海でじっくり育つ
 小ぶりながら引き締まり甘みが際立つ
 国道１８５号線沿いには多数の直売所

じゃがいも（品種：出島）
 赤土（鉄分等を多く含むミネラル豊富
な土壌）で栽培されるブランド品

 ホクホク感、煮崩れしにくい
 ７月と１２月に収穫
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産業：その他

農業

 柑橘類（みかん、八朔、ジャボン、レモン）

 びわ：柔らかい果肉、甘みと酸味のほどよいバランス

造船業

 昭和４０年代まで

 石油ショック以降減少

 現在は１社
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見所：正福寺山公園の桜（４月初め）

 1,500本のソメイヨシノ
 穏やかな瀬戸内海を一望
 晴れた日には遠く四国山脈も
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見所：じゃがいもの花（５月下旬）
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見所：朝・夕・夜

夕：赤崎

朝：風早

夜：大芝大橋
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見所：三津湾の七島
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鼻繰島

ホボロ島

唐船島小芝島（ハート島）

龍王島

藍之島

龍王島自然体験村

消滅の運命

国立公園



行事：三津祇園祭

 京都御所改築に功績をあげた木原保右

衛門が京都祇園祭に感銘し三津で再現

 ７月第二日曜日

 神役・神輿・毛槍奴が神木瓜（かん

もっこ）の調子に合わせてＪＲ安芸津

駅前から素鵞神社までの４キロを数時

間かけて練り歩く

 市重要無形民俗文化財
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行事：祝詞山八幡神社・神賑行列

１０月第１日曜日の秋季大祭

神輿に続き、挟箱・毛槍を振る奴や笛太鼓の鳴物、⿁など総勢

１３０人に及ぶ行列

市重要無形民俗文化財
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行事：重松神社・渡御行列

重松神社の例祭

隔年の１０月第３日曜日

寛政年間（1795年）より

囃子と奴が伊勢音頭を唄いな

がら、神社からお旅所までの

１５０ｍを４時間かけて歩く
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行事：見立て細工展（７月末）
 住吉神社大祭・東広島花火大会と同時開催
 自店の商品を加工せずに何かに見える物を
つくり、使ったものは、解体後、販売する

 ２０２０年は２０店舗参加
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